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We proposed experiments using vial containers to observe a solid - liquid reaction and 
an oxidation-reduction reaction. Because the vial container of various volumes was 
commercially available, these experiments were performed in the container of 20 ml. The 
first content was that change of color of methylene blue was observed in lemon tea and 
vegetable juice. When the sample and methylene blue were mixed in an alkali solution, the 
color of the solution with the tea was changed from orange to blackish brown. The change of 
the color in the solution was repeated 10 times in 10 s at least. Next, the experiment that 
sodium acetate trihydrate was supersaturated was carried out in vial container. Since the 
vial container with cap was convenient to the operation of heating-cooling, the repetitive 
task was rapidly achieved. Therefore, this system was suitable for observation of the 
solution crystallization. The merits of the containers were a low cost and easily handled. 
Consequently, the vial containers could be applied for the chemical experiments. 









































































[使用器具] 20 mL バイアル瓶(蓋つき) 3 個，マイクロピ
ペット 10-100 L 用 1 本，チップ 10－100 L 用 3
個，メスシリンダー（10 mL) 1 本，薬さじ 1 本，5 mL
バイアル瓶(蓋つき) 1 本，薬包紙 





て水を入れマジックで 5 mL ごとに印をつけておく．バ



















[使用器具] 20 mL バイアル瓶(蓋つき) 1 個，メスシリン
ダー（10 mL) 1 本，薬さじ 1 本，ホットプレート 1
台，薬包紙，ビーカー(50 mL) 1 個， 薬さじ 1 本 天
秤 1 台 
[試薬] 酢酸ナトリウム三水和物，水 
[手順] 酢酸ナトリウム三水和 12ｇをバイアル瓶に取り，














うプロトコルとしては，数十 mL 水とグルコース数 g を
三角フラスコに入れ，数 mol/L 水酸化ナトリウム 数 mL
と 0.05% メチレンブルー 数 mL をフラスコに加え，蓋
をして振り混ぜるといったものがある 10)．容量的には数



















Fig. 1 Lemon tea alkaline solution with methylene  






























Fig. 2 Experiment of supersaturated sodium acetate    
trihydrate solution. 
(a) Before sodium acetate trihydrate addition to 
solution, (b) Immediately after addition，(c) Crystal 
growth, (d) Solidification. 













   と思うか． 
  a 非常に有用 2 人 b. 有用 7 人 c. 普通 1 人   






3) 市販されている 10 mL のビーカーに比較してコスト   
   は 1/5－1/4 である．その機能から判断してコストエ  
  フェクティブをどのように考えるか． 
   a. 非常に優れている 3 人 b. 優れている 5 人    
   c. 妥当 2 人 d. やや劣る 0 人 f. 劣る 0 人  
   g. 非常に劣る 0 人 
コストエフェクティブが非常に優れている，優れている
あるいは妥当答えており，否定的な意見は見られなかっ
た．10 mL のビーカーを 1 個購入すると 300 から 500





   他にもあれば，記載せよ． 
   a. 溶液などの保存 10 件 b. 溶液の撹拌 8 件   
  c. 溶液を冷却 1 件 d. 溶液を加熱 0 件 e. 固体の 
  保存 6 件 f. 固体⇄液体の観察 5 件 g. 溶液の色    
   の観察 4 件  
  h.その他 2 件   
  ・こぼれにくい 
















  他にもあれば，記載せよ． 
   a. 目盛りがない 7 件 b. 注ぎ口がない 7 件       
  c. 扱いにくい 0件 d. 実験感が薄い 0件 e. 安っぽい   
  0 件 f. 形がよくない 0 件 g. 倒れやすい 3 件    
  h. その他 4 件 
  ・溶液を他の容器に移すとき手につきやすい 
  ・滅菌ができなければ蓋から汚染される可能性がある 
  ・蓋がプラスチックであること 








  か． 
  ・液体・固体を撹拌して観察する実験 
  ・少量で多くの薬品を使う実験 
  ・個別(1 人 1 つ)で行わせたい実験(小さくて場所もと 
    らいないため扱いやすい) 
  ・実験回数を必要する実験 
  ・おおむねほとんどの実験 
  ・撹拌が必要な実験 
  ・保存が必要な実験 
  ・少量で変化が観察しやすい実験 
  ・固液変化や色の変化が視覚的にわかりやすい実験 
  ・マイクロスケール実験 
  ・少量であるが多くの試薬を用意しなければならない 
     実験 













7) バイアル瓶はどのような実験に適していないと思う  
  か． 
  ・多量の試薬を必要とする実験 
  ・オートクレーブを必要とする実験(蓋が熱や圧力に 
    耐えられるか) 
  ・精度が必要とされる実験 
  ・正確さが求められる実験 
  ・機器分析などに適応できるか疑問 
  ・溶液をバイアル瓶に入れる際にこぼれることがある 
  ・容器が高温になる実験 
  ・溶液の出し入れが頻繁な実験 
 ・瓶に試薬などが吸着しやすい実験 









 ・今まで教員が演示していた実験を学生自身が行える     
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